
 
第 9 章 給油・保安体制 

 
 
 
 
 
 
 

第 9 章  給油・保安体制 



 
第 9 章 給油・保安体制 

9.1 給油・保安体制 
 9.1.1 業務目的 
     燃料給油施設を運営、維持管理するため、各種の管理業務を行う。 
    運営業務として、施設内タンクへの燃料受入れ作業、巡視船への給油作

業の実施及び管理を行う。当作業は日の出から日没までの作業時間帯を

原則とする。 
     維持管理業務として、施設内設備の各種点検及び保守作業を行う。 
 
9.1.2 給油量 

     将来の燃料給油量については、下表の検討資料により、年間 28,000KL
月間 2,400KL を見込む。 
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9.1.3 体制表 
    燃料の受入れ及び給油作業について、オイルフェンス展張作業及びバ

ース上の作業・立会における各種ケースに必要な要員を以下にまとめる。 
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図 9.1.3.1 Case-1.2 必要な要員 
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図 9.1.3.2 Case-3.4 必要な要員 
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 次に、燃料受入れ及び給油作業を含む保守・点検業務及びセキュリティー業

務について、体制表を下記にまとめる。 
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9.2 設備維持費（年間） 
 本燃料給油施設を維持管理するための年間概算費用は、下記の通り。 

 
① 運営人件費（＊１） 

       社会保険・事業主負担分込み 
       一般担当者 年間 700 万円×5 名・・・3,500 万円 
       施設責任者 年間 840 万円×1 名・・・840 万円 

② 上水道、光熱費 
       １式・・・300 万円（同規模油槽所実績（平成 31 年）より） 

③ 車両費（＊２）    
       商用車（購入費、車検費用、燃料費）、50 年使用、２台 

・・・600,000 円 
④ 設備以外の保全費 

       管理棟の消耗品費等・・・120,000 円 
⑤ セキュリティー費用 

       フェンスアラーム等点検・・・600,000 円 
     合 計 ・・・ 47,720,000 円／年 
 
    ＊１：国土交通省「公共工事設計労務単価」（鹿児島県）を基に事業主

が負担する必要経費（法定福利費等）を加え、一般担当者（普通

船員並み）を¥583,000-/月と算出。施設責任者はその 120%とする。 
 
    ＊２：商用車（トヨタサクシードクラス）2 台を 15 年毎に更新する。 
      購入費（本体 160 万円＋登録諸費用等 40 万円）・・・200 万円 
       初年度＋15 年後＋30 年後＋45 年後・・・計 800 万円 
      車検費用（初回 2 年後、以降 1 年毎） 
       13 回／15 年毎、計 39 回（45 年間）＋4 回・・・計 43 回 
       費用（整備費、自賠責・重量税等）10 万円／回・・・430 万円 
      燃料費（月当たり） 
       10km／日×25日／月÷10km／L×160円／L ＝ 4,000円／月 
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      年間費用 
       （800 万円＋430 万円）／50 年＋4,000 円×12 ヶ月＝ 

294,000 円／台 → 60 万円／2 台 
 
      以上の①～⑤：47,720,000-／年 に加え、消防法に基づく「定期点検

費用」（屋外タンク貯蔵所、移送取扱所、給油取扱所）が⑥：400,000-
／年、他設備のメンテナンス費用⑦8,850,000／年を含めた場合、概算

年間費用（供用 50 年）は 56,970,000-／年（別表）となる。 
     尚、「タンク開放点検費用」は第 10 章に記載する。 
 


